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1.はじめに 

昨年度から 1 年間、近畿測量専門学校へ行き測量の知識や技術を勉強してきた。その中

で、測量の歴史から現代はとても便利な時代になったと感じる一方で、測量の基礎となる

手計算を理解しないことには、測量の本当の楽しさを理解できないと感じた。今回は基準

点測量について、専門学校で学んだ事と自社で学んだ事を比較していきたい。 

2.規程や法令 

測量では、国土交通大臣が定めた「作業規程の準則」を厳守して作業を行うことになる。

基準点測量や地形測量及び写真測量、水準測量などの測量方法や精度範囲、書式などすべ

ての事柄が記載してある。 

3.機械検定 

トータルステーション(TS)やレベル、セオドライト等、測量の機械には観測する前に必

ず点検（検定）を行う必要がある。なぜならば、TS では気泡管や目盛板、視準軸や鉛直軸、

水平軸があり、それらに不具合があると観測値が異なるからである。ミリ単位で繊細な測

量では機械を検定に出してない場合は、それらの不具合を見逃すだけでなく、間違えて読

定した値どうしが誤差を消去し、誤った成果をあげる事があるため点検（検定）は必ず必

要である。 

4.基準点測量 

4-1 基準点測量とは 

基準点測量とは座標や高さを持った既知点から新点を設置するための測量である。既知

点 2点間の位置を基に求点に対して角度と距離を TS を使用し観測することで座標（位置）

が求まる。基準点測量には、1級から 4 級があり、1 級から順に精度が緩くなっていき観測

方法も異なる。観測方法は、結合多角方式、開放多角方式、閉合多角方式があり、結合多

角方式は既知点を 3 点以上使用し、主に Y 型 X 型 H 型があり、取付方向角から厳密網平均

計算を行い補正量などを微分展開式で求めることができる。厳密網平均計算については、

その回を設けて詳しく説明したい。開放多角方式は、既知点を 1 点使用し新点を求めるた

め既知点が 2 点ない事から精度管理が行えず補正量もない。閉合多角方式は、既知点から

始まり新点を通り最初の既知点につけるため、閉合差や測線長等の精度を管理する事がで

きる。それぞれ、等級により既知点や新点の点間距離に決まりがあるが、発注者や現地作

業での都合により、準則通りに設置できない場合もある。日本測量協会は、この場合、臨

機応変に対応できていれば必ずしも準則通りではないとの事である。 

 



4-2 多角測量観測手簿(セオドライト) 

 ※手簿内容について口頭で説明。 

 



4-3 近畿測量専門学校と自社の比較 

私が入社した時にはこのような手簿は全て専用のソフトが自動的に計算を行っていて、

最低限チェックが必要である倍角差や観測差を見つめるだけであったが、それぞれの算出

方法(観測方法)を理解することで、現場でミスに気付けるようになり、自社で計算を流し

て間違っていたから再度現場に行く手間を省くことができるようになった。一方で、専門

学校では習わなかった技術は、やはり長年の現場作業で経験豊富な上司や先輩に聞く事で

あり、測量の本当の技術はそこにあると考えられる。例えば、下にある写真から、ミラー

に十字の視準線があり正方向の場合

真ん中から左と下に視準線がそれぞ

れ2本あることが分かる。専門学校で

はこの線をベースにターゲット板の

三角形の頂点を通るようにと教わっ

た。その方法が一般的であるが、天

候や視通の悪条件によりうまくター

ゲットを抑えることができない場合

がある。その場合、あらかじめター

ゲット版と整準孔を平行にセットし

ておくことで水平軸を合わせやすく

なり効率的で、少しでも誤差を抑え

ることが可能である。他にもピンポ

ールのミラーを視準するときも、で

きる限り視準高を下げ、トラバース

が見える場合はそこから視準しミラ

ーの高さまで鉛直軸を上げる等、学

校では教わらない様々な技術がある。 

(※水平に据えてあります)          

 

上記で述べたように計算過程を理解することや、現代の利便性に気付いたこと、また現場

を重ねることで取得できる技術がある、その事に気づくことができたのが専門学校に行っ

てから測量に対しての見方が変わるきっかけとなった。 

 

以上が発表内容であり、まだまだ他にも水準測量や写真測量など学んだことがあるので、

次回の発表に向けて準備し、皆さんに共有していきたい。 

 

次ページでは、上記で述べた事に対しての補足を少し紹介する。 

 



5.補足 

 

・【ケンプ】チェック 

→報告書など成果を納め第三者(機関)がチェックをする書類に関しては、ケンプを入れる

位置が決まっている。 

 

・ 【作業規程の準則】 

→公共測量における作業規程の準則は公益社団法人日本測量協会のホームページから無料

で閲覧可能。 

※最新版については、令和 5 年 3 月 31(一部改正)があり UAV や最新技術等について追記、

記載してある。日本測量協会から購入する場合は約 4 千円。 

 

・【必ずしも準則通りではない】 

→R5.4.25 日本測量協会 中国支部技術センター (公共測量成果のまとめかた)講習会 

↓ 

第三者機関は観測手簿や計算書から、準則通りでは無いことを読み取り、理解した上でケ

ンプを入れている。 

 

・ 【技術について】 

→先ほど述べた技術については、あくまでも作業効率を上昇させることや工夫し応用する

ことであったが、正規のやり方ではないため、臨機応変に対応する事を理解して頂きたい。 

 

 


